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法による尺度が作成されてきた.Horwitz, Horwitz & Cope ( 1986）の「FLCAS(Foreign 
Language Classroom Anxiety Scale) J, MacIntyre & Gardner ( 1988）の「FCA(French 













































































































( 1 ) クラスで発音矯正されると他の人に笑われないか不安である
44 
( 5 ) 






































( 7 ) 日本人と日本語で話したとき，私の発音が通じなくて開き返されはしないか不安である
( 2 ) 私は発音が下手だから，日本人と日本語で話すのが不安である
(18) 日本人と日本語で話すと，自分の発音能力が関われるようで不安である
(15) 日本人と日本語で話すと，発音を直されるかもしれないので不安である
( 3 ) 日本人と日本語で話したとき，私の発音が原因で重大な誤解が起きるのではないか不安である





















( 1 ) 私は今まであまり発音矯正されたことがないので，もし矯正されたら恥ずかしい
( 2 ) よく知らない学習者の前で発音することは恥ずかしい
( 3 ) 私は発音が下手だから，発音矯正されたら恥ずかしい
( 4) どのように発音を学習すればいいのかわからないから不安である
( 5 ) 発音が上達するかどうか不安である
( 6 ) 他の国の学習者は私よりもっと発音が上手かもしれないと思うと不安である
( 7 ) 教師の言われた通りに発音できるかどうか不安である
( 8 ) 発音矯正されてもどのように直したらいいのかわからないから不安である





























1 2 3 4 5 h2 
第1因子「発音学習スキルの欠如」（α＝.90) 
(14）発音矯正されてもどのように直したらいいのかわからな .771 .106 .082 .119 .174 .657 
いから不安である
(17）どうすれば発音がうまくなるかわからないから不安にな .678 .134 .153 .223 .273 .626 
る
(13）日本人に発音が通じないとき，どうすればいいかわから .674 .144 .085 .164 .191 .546 
ないので不安である
(10）自分の発音のどこが悪いのかわからないから不安である .664 .164 .022 .019 .306 .563 
(22）日本人と日本語で話したとき，私の発音が通じるかどう .663 .008 .063 .216 -.005 .491 
か不安である
(20）自分の発音が正しいかどうかわからないから不安になる .660 .052 .114 .227 .208 .546 
(27）どのように発音を学習すればいいのかわからないから不 .658 .037 .185 .330 .112 .590 
安である
(26）日本人に何度も言い直しでも発音が通じないとき，どう .601 -.005 .123 .235 .153 .455 
すればいいのかわからないので不安である
(37）発音矯正されてなかなか直らないと，不安である .599 .059 .132 .335 .023 .492 
( 8 ）なかなか発音が上達しないと不安になる .579 -.031 .155 .138 .283 .460 
( 9）日本人と日本語で話したとき，私の発音が通じないと， .533 .074 .071 .062 .434 .487 
今までの勉強が無駄に思えて不安になる
第2悶子「日本でのクラス場面における他者評価」（α＝.92) 
他の国の学習者に私の発音が下手だと思われたら恥ずか .103 .837 .189 .045 .111 .762 
しい
(19）発音矯正されて他の国の学習者に笑われたら恥ずかしい .089 .810 .229 .025 .108 .729 
(16）自分だけ発音がうまくできないかもしれないと思うと恥 .086 .777 .226 .064 .091 .675 
ずかしい
( 9）私の発音について他の国の学習者に笑われたら恥ずかし .137 .769 .263 .091 .007 .688 
v' 
(20）うまく発音できるまで何度も発音矯正されたら，恥ずか .041 .749 .225 .088 .149 .644 
しい
私だけ仰度も発音矯正されるかもしれないと思うと不安 .117 .671 .347 .083 -.013 .592 
である
(13）今まで発青について先生に注意されたことがないので， .066 .626 .243 .242 .059 .517 
もし発音矯正されたら自信をなくす
( 6 ）他の国の学習者は私よりもっと発音が上手かもしれない .042 .617 .344 .211 .044 .547 
と思うと不安である
(15）教師が発音に厳しいかもしれないと思うと不安になる 一.044 .528 .241 .165 .109 .377 
第3因子「日本でのクラス場面における発音学習スキルの欠
如」（α＝.92) 
( 5 ）発音が上達するかどうか不安である .140 .237 .789 .064 .020 .702 
( 7）教師の苔われた通りに発音できるかどうか不安である .092 .242 .768 .083 .021 .663 
( 4）どのように発音を学習すればいいのかわからないから不 .156 .193 .751 .082 .018 .632 
安である





2 3 4 5 h2 
いから不安である
(17）自分の発音が通じるのかどうかわからないから不安にな .137 .309 .722 .042 .041 .639 
る
(18）どうすれば発音がうまくなるかわからないから不安であ .183 .336 .721 .012 .098 .676 
る
(12）自分の発音が正しいかどうかわからないから不安になる .062 .290 .664 .025 .080 .536 
(10）発音矯正されでもなかなか直らないと，不安である .127 .416 .635 .140 -.058 .615 
第4因子「他者評価J （α＝ .91) 
(35）クラスメートに自分が下手だと息われていなしミか気にな .187 .136 .032 .720 .269 .645 
る
(29）クラスメ｝トが自分の発音についてどう思っているのか .165 .075 .058 .691 .335 .626 
気になる
(32）クラスメートとあまり親しくないので，発音矯正される .078 .151 .034 .673 .339 .598 
と恥ずかしい
(36）クラスの中で自分より発音が上手な学習者の発音を聞く .282 .141 .039 .644 .215 .562 
と不安になる
(30）発音が自分より上手な学背者と話していると，自分の発 .292 .139 .061 .601 .399 .629 
音が下手なことがはっきりわかるので恥ずかしい
(38）私は発音が下手だから，日本人と日本語で話したとき日 .371 .120 .177 .570 .015 .509 
本人に笑われないか不安である
(28）日本人と日本語で話したとき，発音が下手だと思われな .426 .111 .147 .567 .142 .558 
いか不安である
(33）日本人と日本語で話したとき，私の発音が原因で日本人 .375 .130 .091 .565ー.004 .485 
を不快な気持ちにさせはしないか不安である
(25）発音が自分より上手な学習者と話していると，自分が下 .255 .026 .067 .558 .436 .572 
手だと思われないか不安で、ある
(31）クラスの中で自分だけうまく発音できないと恥ずかしい .355 .225 .061 .529 .300 .550 
第5因子「自他比較」（α＝.86) 
( 6）クラスメートが自分より発音がうまいかどうか気になる .171 .009 .004 .269 .754 .671 
( 5 ）クラスメ｝トの前で発音矯正され，何度発音しても直ら .268 .103 .031 .155 .742 .658 
ないと恥ずかしい
(11)クラスメートの前で発音矯正されると恥ずかしい .194 .139 .044 .262 .731 .662 
( 1 ）クラスで発音矯正されると他の人に笑われないか不安で .094 .104 .050 .153 .698 .532 
ある
( 4）発音が自分より上手な学習者と，日本語で話すのは恥ず .335 .038 .062 .070 .669 .570 
かしい
(12）クラスに自分より発音が下手な学習者がいると安心する .152 .076ー.070 .270 .543 .401 
(16）日本人と話しても気にならないが，その場に自分より発 .149 .063 .085 .333 .449 .345 
音が上手な学習者がいると恥ずかしい
因子負荷量の2乗和 6.00 5.65 5.09 4.86 4.57 26.16 















































(14) (17) (13) (10) (22) (20) 
(35) (29) (30) .(38) (28) (25) 
(6) (5) (11) (4) (12) (16) 
項 日
( 14) ( 19) ( 16) ( 9)( 20) ( 11) 
(5) (7) (4) (8) (17) (12) 
表4 各下位尺度相関と学習歴＠日本語発話量・自己評価得点との相関
下位尺度 下位尺度 下位尺度 下位尺度 下位尺度 日本語






4他者評価 .610料 .300料 .286牢＊
5自他比較 .547** .237牢本 .162＊本 .647** 
日本語学習歴 .116牢 .019 .061 .039 .018 




















さらに，学習歴と発話量（rコ.244p < .01），学習歴と自己評価得点（r口一.154p < .01），発
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